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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第３四半期連結
累計期間

第60期
第３四半期連結
累計期間

第59期

会計期間
 自平成22年４月１日
 至平成22年12月31日

 自平成23年４月１日
 至平成23年12月31日

 自平成22年４月１日
 至平成23年３月31日

売上高（百万円） 90,831 89,198 120,574

経常利益（百万円） 10,067 7,531 12,541

四半期（当期）純利益（百万円） 6,475 5,344 7,531

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 4,267 2,251 4,481

純資産額（百万円） 81,265 79,762 81,439

総資産額（百万円） 125,903 124,927 127,925

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
121.29 100.00 141.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
121.26 100.00 141.02

自己資本比率（％） 62.5 62.6 61.6

　

回次
第59期

第３四半期連結
会計期間

第60期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
 自平成22年10月１日
 至平成22年12月31日

 自平成23年10月１日
 至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 35.93 50.47

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第59期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について重要な変更はありません。

　なお、東日本大震災により寸断されましたサプライチェーンの復旧も進み、自動車メーカーの稼働も年度前半の減産

を回復すべく現在増産体制に入っておりますので、それに伴い当社の業績も今後回復する見込みです。 

　また、タイの洪水につきましては、当社グループ（当社及び連結子会社）に直接的被害はありませんでした。 

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

　

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災による影響から回復が見られたものの、タイの洪水や円

高の進行など先行き不透明な状態で推移しました。

　当社グループの主要顧客であります国内自動車メーカーにおきましては、期初には震災による生産への影響があ

り、また第３四半期にはタイの洪水の影響も受け合成樹脂成形品の需要が鈍化しました。海外では韓国を始めアジ

アを中心とする自動車メーカー向けの売上が好調に推移しましたが期間累計では前年割れとなりました。

　このような状況のなか、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期比1.8％減の891億９

千８百万円となりました。

　利益面では、引き続き原価低減に努めましたが、販売減少による利益減及び材料価格の高止まり等が影響し当第３

四半期連結累計期間の連結営業利益は前年同期比25.8％減の79億２千７百万円となりました。連結経常利益も

25.2％減の75億３千１百万円となり、連結四半期純利益は17.5％減の53億４千４百万円となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①　合成樹脂成形品事業

　合成樹脂成形品事業は、海外では韓国を始めアジアを中心とする自動車メーカーの伸長により販売が伸び、日系

自動車メーカーでは東日本大震災後の生産低下から著しい回復傾向が見られましたが、タイの洪水等の影響もあ

り期間累計では前年割れとなりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の合成樹脂成形品事業の売上高は

前年同期比3.0％減の765億７千５百万円となりました。営業利益も販売の減少による利益減と新拠点の立上費用

もあり、前年同期比24.5％減の94億２千４百万円となりました。

　

②　ベッド及び家具事業

　ベッド及び家具事業は、国内外での個人向け販売が好調に推移しました。この結果、当第３四半期連結累計期間

のベッド及び家具事業の売上高は前年同期比7.6％増の110億１千７百万円となりました。営業利益につきまして

は、販売の増加による利益増や各部署での改善活動等もあり、前年同期比34.5％増の13億７千２百万円となりま

した。

　

③　その他の事業

　その他の事業は主に新聞及び出版事業であります。当第３四半期連結累計期間のその他の事業の売上高は前年

同期比1.8％減の16億５百万円となりました。営業損失は２億１千５百万円となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　リーマンショック以降の自動車生産台数が激減した時の経験を踏まえ、そのような状況下にあっても営業利益を

確保できる筋肉質の経営体質・体制を構築・強化すること、さらにグローバルベースで顧客満足度を向上させるこ

とを課題として取り組んでまいりました。

　今後とも、これらの課題の達成に向けて、これまでの社内常識を疑い原価改善を図ること、新たな顧客を開拓する

こと、人財開発体制を強化すること、グローバル標準作業を確立すること、グローバル化に対応できるよう情報シス

テムを再構築すること等に注力するとともに、当面はグローバル戦略車及び多国間プロジェクトの円滑な立ち上
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げ、グローバル各社の品質レベル向上を課題としております。 

(3）研究開発活動　

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、11億５千３百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループでは、自動車メーカー、特に主要日系自動車メーカーに対する売上比率が高い水準にあります。これ

ら日系自動車メーカー向けの製品の需要については、世界経済の動向、特に主要市場である日本をはじめ米国、中国

などの経済状況に左右されるため、当社の経営成績に重要な影響を与える場合があります。 

　また、経営戦略としましては、「究極のグローバルビジネスモデルの追及と収益の極大化」を核に据えておりま

す。

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

①  資産・負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ29億９千７百万円減少して、1,249億２千７

百万円となりました。この主な減少要因は、受取手形及び売掛金が39億８百万円、有形固定資産が38億７千万円増

加したものの、借入金の返済や配当金の支払、法人税の納税等により現金及び預金が114億４千９百万円減少した

こと等によるものであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ73億７千４百万円減少し、731億６千９百万円となりました。この主な減少

要因は受取手形及び売掛金39億８百万円の増加があったものの現金及び預金が114億４千９百万円減少したこと

等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ43億７千６百万円増加し、517億５千７百万円となりました。この主な増加

要因は、海外設備投資を中心とした有形固定資産で38億７千万円増加したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ13億２千１百万円減少し、451億６千４百万円となりました。この主な減少

要因は１年内返済長期借入金10億８千８百万円の減少並びに長期借入金７億７千４百万円の減少や未払法人税

等９億５千２百万円の減少によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ16億７千６百万円減少し、797億６千２百万円となりました。この主な減

少要因は、利益剰余金が28億３千１百万円増加したものの円高等により為替換算調整勘定が29億２千５百万円減

少、及び少数株主持分が11億４千４百万円減少したこと等によるものであります。

　以上により当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前期末に比べ1.0ポイント増加し、62.6％となりま

した。

②  資金需要　

当社グループの運転資金の使途として、原材料や部品の調達費用のほか、製造費用や販売費及び一般管理費等

の営業費用があります。これらの必要資金は主に利益を源泉とした内部資金で賄っております。

また設備資金につきましても、原則として減価償却費の範囲内で行いこれを超える投資につきましては当社グ

ループ間金融で手当てすることとしております。

③  財務政策　

当社グループでは、健全な財政状態を維持するため、営業活動により生み出されるキャッシュ・フローをもと

に設備投資資金を捻出しております。

また資本コストの引き下げ効果と最適資本構成を目指し、長期安定資金として低コストでの普通社債を発行し

ております。

(6）経営者の問題認識と今後の方針について　

　経営者の問題認識につきましては、すでに、「（２）事業上及び財務上の対処すべき課題」並びに「（４）経営成

績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し」において説明したとおりであります。

　日系自動車メーカーの海外展開が加速し、国内より新興市場の発展が期待される中、当社グループにおいても、中

核企業である当社本体の役割がプロフィットセンターから将来的にはコストセンターに変容していくものと認識

しております。 

　また、当社グループの主要マーケットである自動車産業において、環境問題に対応したエコカー、小型車中心の時

代が到来することも不可避であると考えております。 

　当社グループではそうした当社本体の役割の変化やマーケットの変化を見据えて、新たな時代・経済環境に即応

できる組織・体制を効率的に運用し、優良企業として生き残っていく所存であります。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 233,000,000

計 233,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普　通　株　式 53,754,477 53,754,477
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

　 100株　

計 53,754,477 53,754,477 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年10月１日～

　平成23年12月31日
－ 53,754,477 － 7,290 － 11,651

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】　

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　  　 309,100
－ －

（相互保有株式）

普通株式　  　　 5,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 53,419,100 　　　　　534,191 －

単元未満株式 普通株式　 　　 20,477 － －

発行済株式総数 53,754,477 － －

総株主の議決権 － 534,191 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社ニフコ

神奈川県横浜市戸塚区

舞岡町184番地１
309,100 － 309,100 0.57

（相互保有株式）

ニフコ化成株式会社

東京都八王子市

高倉町43－３
2,500 － 2,500 0.00

（相互保有株式）

日英精機株式会社

神奈川県川崎市中原区

宮内２丁目25－６
3,300 － 3,300 0.00

計 － 314,900 － 314,900 0.58

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,228 27,778

受取手形及び売掛金 23,052 26,960

有価証券 3,879 2,153

商品及び製品 6,780 6,972

仕掛品 1,526 1,584

原材料及び貯蔵品 2,666 3,115

繰延税金資産 829 898

その他 2,646 3,777

貸倒引当金 △65 △71

流動資産合計 80,543 73,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,814 13,115

機械装置及び運搬具（純額） 5,084 5,916

金型（純額） 2,249 2,069

工具、器具及び備品（純額） 1,865 1,843

土地 12,726 13,010

建設仮勘定 2,972 5,647

その他（純額） 169 151

有形固定資産合計 37,882 41,753

無形固定資産

のれん 324 297

その他 544 866

無形固定資産合計 869 1,163

投資その他の資産

投資有価証券 6,847 6,377

繰延税金資産 649 1,142

その他 1,349 1,528

貸倒引当金 △217 △207

投資その他の資産合計 8,629 8,841

固定資産合計 47,381 51,757

資産合計 127,925 124,927
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,219 12,986

短期借入金 658 1,255

未払金 2,004 1,902

未払法人税等 1,844 892

繰延税金負債 157 13

賞与引当金 1,263 467

その他 5,363 5,177

流動負債合計 23,512 22,695

固定負債

社債 15,000 15,000

長期借入金 5,255 4,481

繰延税金負債 544 639

退職給付引当金 1,756 1,954

その他 416 393

固定負債合計 22,973 22,469

負債合計 46,486 45,164

純資産の部

株主資本

資本金 7,290 7,290

資本剰余金 11,651 11,651

利益剰余金 70,263 73,095

自己株式 △748 △731

株主資本合計 88,456 91,304

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 213 △233

土地再評価差額金 △79 △86

為替換算調整勘定 △9,835 △12,761

その他の包括利益累計額合計 △9,701 △13,080

少数株主持分 2,683 1,538

純資産合計 81,439 79,762

負債純資産合計 127,925 124,927
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 90,831 89,198

売上原価 60,964 61,364

売上総利益 29,867 27,834

販売費及び一般管理費 19,189 19,906

営業利益 10,678 7,927

営業外収益

受取利息 194 192

その他 255 247

営業外収益合計 449 439

営業外費用

支払利息 238 230

為替差損 674 415

その他 146 189

営業外費用合計 1,060 835

経常利益 10,067 7,531

特別利益

負ののれん発生益 1 222

子会社清算益 － 281

その他 43 97

特別利益合計 44 601

特別損失

震災に伴う操業度差異 － 505

その他 251 46

特別損失合計 251 551

税金等調整前四半期純利益 9,860 7,581

法人税等 2,996 1,798

少数株主損益調整前四半期純利益 6,863 5,782

少数株主利益 388 438

四半期純利益 6,475 5,344

少数株主利益 388 438

少数株主損益調整前四半期純利益 6,863 5,782

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △136 △447

土地再評価差額金 － △7

為替換算調整勘定 △2,459 △3,078

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

その他の包括利益合計 △2,596 △3,531

四半期包括利益 4,267 2,251

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,949 1,964

少数株主に係る四半期包括利益 318 286
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1) 連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、利富高(江蘇)精密樹脂制品有限公司、NIFCO KOREA POLAND SP. Z O. O.を、当第３四半

期連結会計期間より、利富高(塩城)精密樹脂制品有限公司、PT. NIFCO INDONESIAを新たに設立したため、連結の範囲に

含めております。また、当第３四半期連結会計期間において、SNIPGROVE LIMITEDは清算したため、連結の範囲から除外し

ております。

　　

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

　持分法適用の関連会社であるTATA NIFCO FASTENERS PRIVATE LIMITEDは、当第２四半期連結会計期間において清算し

たため、持分法の適用範囲から除いております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計上基準等

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四半期連

結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無

形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　
減価償却費  4,210百万円

のれんの償却額     33百万円

　
減価償却費 4,388百万円

のれんの償却額 31百万円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,066 20 平成22年３月31日 平成22年６月25日利益剰余金

平成22年10月28日

取締役会
普通株式 1,068 20 平成22年９月30日 平成22年12月１日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,335 25 平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

平成23年10月27日

取締役会
普通株式 1,175 22 平成23年９月30日 平成23年12月１日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

 〔報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注1）　

調整額

（注2）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注3）　

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び家

具事業
計　

売上高       

外部顧客への売上高 78,954 10,242 89,196 1,634 － 90,831

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 0 1 54 △55 －

計 78,955 10,242 89,197 1,689 △55 90,831

セグメント利益又は損失（△） 12,478 1,020 13,499 △329 △2,491 10,678

（注）1.　その他には、新聞及び出版事業等を含んでおります。

　　2.　セグメント利益又は損失の調整額△2,491百万円は、全社費用△2,588百万円及びセグメント間取引消去97百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　3.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　(参考情報）

 〔所在地別セグメント情報〕 

　 （単位：百万円）

 日本 アジア 北米 欧州 合計 消去又は全社

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額　

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 50,379 26,352 9,582 4,517 90,831 － 90,831

(2）セグメント間の内部売上高

    又は振替高
3,376 2,060 3 2 5,443 △5,443 －

計 53,756 28,412 9,586 4,519 96,275△5,443 90,831

営業利益 6,844 4,795 573 386 12,600△1,922 10,678

　

  (関連情報）

〔地域ごとの売上高情報〕　

　 （単位：百万円）

 日本 　韓国
アジア
（注2）　

北米 欧州 その他 合計

売上高(注1） 49,924 9,651 16,850 10,036 4,294 74 90,831

　  　(注）１.売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　     ２.アジアの数値は韓国の売上高を含んでおりません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　　〔報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注1）　

調整額

（注2）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注3）

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び家

具事業
計　

売上高       

外部顧客への売上高 76,575 11,017 87,593 1,605 － 89,198

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 0 1 78 △80 －

計 76,577 11,017 87,594 1,683 △80 89,198

セグメント利益又は損失（△） 9,424 1,372 10,796 △215 △2,654 7,927

（注）1.　その他には、新聞及び出版事業等を含んでおります。

　　2.　セグメント利益又は損失の調整額△2,654百万円は、全社費用△2,749百万円及びセグメント間取引消去95百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　3.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

    (参考情報）

 〔所在地別セグメント情報〕

　 （単位：百万円）

 日本 アジア 北米 欧州 合計 消去又は全社

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額　

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 47,099 27,988 9,059 5,050 89,198 － 89,198

(2）セグメント間の内部売上高 

    又は振替高
3,682 2,155 8 42 5,889 △5,889 －

計 50,781 30,144 9,067 5,093 95,087△5,889 89,198

営業利益 5,658 3,879 379 214 10,132△2,204 7,927

　

  (関連情報）

〔地域ごとの売上高情報〕　

　 （単位：百万円）

 日本 　韓国
アジア
（注2）　

北米 欧州 その他 合計

売上高(注1） 46,685 11,668 16,517 9,446 4,809 70 89,198

　  　(注）１.売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　     ２.アジアの数値は韓国の売上高を含んでおりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 121円29銭 100円00銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 6,475 5,344

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 6,475 5,344

普通株式の期中平均株式数（千株） 53,386 53,440

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 121円26銭 100円00銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 15 1

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――――― ――――――

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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２【その他】

　平成23年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(１）中間配当による配当金の総額……………………1,175百万円

(２）１株当たりの金額…………………………………22円00銭

(３）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月１日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月９日

株式会社ニフコ

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅 井　   満　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々木　雅広　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニフコの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニフコ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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